
埼玉県さいたま県土整備事務所

添付図面作成例【フラット型で出入口移設（6.0ｍ開口・4.2m閉鎖)】
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駐車場 隣
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隣
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エプロン部 街渠桝

車道部 車道部

隣接地出入口まで9.6ｍ離隔

Ａ－Ａ'断面図[開口部6.0m] Ｂ－Ｂ'断面図[閉鎖部4.2m] Ａ－Ａ'断面図[開口部6.0m] Ｂ－Ｂ'断面図[閉鎖部4.2m]

エプロン部

計画開口部 6.0m 　計画閉鎖部 4.2m

境界ブロック設置・撤去7.2m
点字ブロック設置・撤去7.2m

街

渠

桝

境界ブロック設置・撤去5.4m

 乗入用境界ブロック（切下用ブロック）

開口部・閉鎖部の両方を作成

車道側正面から見て作成
（地下構造物は別途断面で作成可）

[現況] [計画]

【平面図】 縮尺記載[1/***] 駐車場
[配置状況等は土地利用計画図に記載]

歩道部
舗装入替は不要

(出入口部 ⇒ 一般部)歩道部

現況開口部 4.2m

街

渠

桝

申請地申請地 歩道部 車道部 申請地 歩道部 車道部

【縦断図】 縮尺記載[1/***]

【横断図】 縮尺記載[1/***]

歩道部 車道部 申請地 歩道部 車道部

エプロン

A

A’

A

A’

GL GL GL GL

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
RC40長尺Ｕ型側溝

(歩道用)蓋厚

5cm・6cm

歩道舗装【一般部】

表層3cm[細粒ｱｽｺﾝ]

表層4cm[透水性ｱｽｺﾝ]

歩道舗装

【乗入部2ｔ】

表層密粒5cm

横断勾配 **‰ 横断勾配2％以下(1％以下)横断勾配 **‰

歩道舗装

【乗入部2ｔ】

表層密粒5cm

歩車道境界ブロック

（原則両面[縁石面取]）

表層アスファルト

t=5cm以上
[暗渠上部も一体施工]

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
通水断面は現況

Ｕ字溝と同様

0 0 0

平面図・縦断図・横断図・構造図の全てに寸法を記載
【計画の構造寸法は[資料：開口部の構造]を参照】

点字ブロック t=6cm
歩道全面舗装してブロック部分を

カットしてブロックを据付

●現況勾配のとおり施工 [原則]

●透水性舗装を適用しない箇所や、

曲線部等特別な理由がある場合は

（1％以下）の勾配で可能

既に補強されている構造物(舗装・側溝)の入替は不要

歩道用U字溝の蓋のみの入替は不可

⇒出入口部は車道用(横断用)の

長尺Ｕ型[薄壁]側溝に入替

（開口部の幅＋1.2m[両側0.6m]）

●不特定多数の

自動車出入口は

暗渠構造[原則]

●U字溝入替は

出入口用側溝

(蓋厚10cm)

2t程度[乗用車] 6.5t超6.5t以下

表層:密粒AS50mm

路盤：

再生切込砕石

250mm

表層:密粒AS50mm

基層:粗粒AS50mm

基層:粗粒AS50mm

路盤：

再生切込砕石

300mm

層厚:450mm

表層:密粒AS50mm

基層:粗粒AS50mm

路盤：

再生切込砕石

250mm

補強部分の舗装構成

層厚:300mm 層厚:350mm

切下用

ブロック

2cm(5cm)

歩車道境界ブロック

（両面[縁石面取]）

街
渠
桝

エプロン

現場打

20cm厚
長尺Ｕ型側溝

(横断用)

蓋厚10cm

当該作成例の

場合における

道路工事施行

承認申請書

への記入例

店舗新築に伴う車両出入口の移設工事目的

工事概要

歩道切下げ移設 6.0m(開口)・4.2m(閉鎖)
・歩車道境界ブロック 新設・撤去 12.6m

・ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 新設(Ｕ字溝入替) 6.0m

・集水桝(□500mm) 新設 ２基

・街渠桝・取付管 新設・撤去 １基・L=X.Xm

・点字ブロック 新設・撤去 7.2m

・反射式道路鋲 新設 ２個

・舗装補強(エプロン入替含む) XX.XX㎡

街渠桝・取付管が

ある場合は、その

箇所で横断図記載

B

B’

B

B’

切下用ブロック

原則2cm(5cm)

車道部の路盤

[原則]

エプロン下構造物

撤去の場合は入替
現場打・2次製品

建築物

流末方向

を明示
点字ブロック（視覚障がい者誘導用標示）

人孔

出入口計画部に人孔等の占用物件

(道路構造物以外)等がある場合は

管理者への確認内容を記載

例：移設必要[管理者同意が必要]、

受枠入替、蓋厚**mmで補強不要

水抜用ブロックがある場合は

近接部に移設 [原則]

申請地

Ｕ字溝

歩車道境界

ブロック

すりつけ用

ブロック
出入口計画部の

エプロン部に街渠桝が

ある場合は移設[原則]

取付管の現況を確認

舗装入替は不要
(出入口部 ⇒ 一般部)

【注】

切下用ブロックは

沿道状況により設置

RC40 RC40

基礎コンクリート・再生切込砕石

ボックスカルバート集
水
桝

集
水
桝流末

舗装補強範囲

（開口部の幅＋1.2m[両側0.6m]）人孔

●出入口計画部で占用（水道・ガス・下水等）

工事がある場合は、舗装等を共同施工

●出入口計画部端部から既存の舗装絶縁線

（目地等)まで1.2m未満の場合は、既存

舗装絶縁線まで表層アスファルトを舗装

集水

桝

点字ブロックは

現況のとおり設置

暗渠・集水桝設置の

場合は縦断図を作成

街渠桝移設の場合は

取付管位置・埋設深

も明示

RC40

車 止 等
[道路侵入防止]

建築物

申請地

集水

桝

開口部両端に反射式道路鋲設置すりつけ用ブロックは

沿道状況により設置

（斜ブロック等）

【注】
●不特定多数の

自動車出入口は

暗渠構造[原則]

●U字溝入替は

出入口用側溝

(蓋厚10cm)

ボックスカルバート

既存の出入口からの離隔を確認

するため、平面図・縦断図に

隣接地の出入口設置状況も記載

[隣地境界から隣地出入口が8ｍ

超の場合は、土地利用計画図

への記載又は文字記載で可]

説明版

エプロン

入替

車道部掘削の

場合は影響範

囲を舗装復旧

ガードレール等の地上構造物がある場合は縦断図に記載
（街路樹、大型標識、道路照明、電柱・支線、規制標識(交通施設)等を含む）

長尺Ｕ型側溝

(横断用)

蓋厚10cm
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添付図面作成例【フラット型で出入口移設（6.0ｍ開口・4.2m閉鎖)】
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エプロン部 街渠桝

車道部 車道部

隣接地出入口まで9.6ｍ離隔

Ａ－Ａ'断面図[開口部6.0m] Ｂ－Ｂ'断面図[閉鎖部4.2m] Ａ－Ａ'断面図[開口部6.0m] Ｂ－Ｂ'断面図[閉鎖部4.2m]

歩道部

 乗入用境界ブロック（切下用ブロック）

エプロン部

[現況] [計画]

【平面図】 縮尺記載[1/***] 駐車場
[配置状況等は土地利用計画図に記載]

境界ブロック設置・撤去7.2m
点字ブロック設置・撤去7.2m

境界ブロック設置・撤去5.4m

歩道部

現況開口部 4.2m 計画開口部 6.0m 　計画閉鎖部 4.2m

【縦断図】 縮尺記載[1/***]
車道側正面から見て作成

（地下構造物は別途断面で作成可）

街

渠

桝

街

渠

桝

【横断図】 縮尺記載[1/***] 開口部・閉鎖部の両方を作成

歩道部 車道部申請地 歩道部 車道部 申請地 歩道部 車道部 申請地 歩道部 車道部 申請地

エプロン

A

A’

A

A’

GL GL GL GL

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
RC40

横断勾配 **‰ 横断勾配2％以下(1％以下)横断勾配 **‰

0 0 0

平面図・縦断図・横断図・構造図の全てに寸法を記載

街
渠
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車道部の路盤

[原則]

建築物

人孔

申請地

RC40 RC40

基礎コンクリート・再生切込砕石

ボックスカルバート集
水
桝

集
水
桝流末

舗装補強範囲

（開口部の幅＋1.2m[両側0.6m]）人孔

集水

桝

RC40

建築物

申請地

集水

桝ボックスカルバート

エプロン

入替

B

B’


